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心
身
に
障
害
を
持
つ
人
や
難
問
と
闘
っ
て
い
る
人
た
ち

に
と
っ
て
、
生
活
す
る
姿
や
悩
み
忿
地
域
の
人
々
に
知
ら

せ
、
習
晋
剱
る
の
は
大
切
な
こ
と
だ
。
定
期
刊
行
物
の

発
行
は
そ
の
た
め
の
重
要
な
手
段
の
一
つ
。
発
行
部
数
の

少
な
い
団
体
で
も
安
い
第
三
種
郵
便
料
金
が
適
用
で
き
る

よ
う
に
と
北
海
道
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
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活
勁
状
況
を
振
び
返
っ
て
み
た
。
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（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
）
が
設
立
さ
れ
て
、
今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
、
｝
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「
倒
ふ
賢
診
判
で
二
十
河
の

冊
子
を
送
う
Ｉ
Ｅ
ず
る
と
一
部
六

十
二
円
か
か
る
が
、
第
三
種
郵
便

の
認
可
を
受
け
た
障
雷
者
や
難
病

患
者
の
団
体
な
ど
が
発
行
す
る
も

の
だ
と
十
五
円
で
済
む
。
だ
が
認

可
は
条
件
が
厳
）
ｖ
、
人
手
不
足

や
経
済
的
問
題
夕
抱
え
る
こ
と
の

多
い
こ
れ
ら
の
団
体
個
々
で
は
難

し
い
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に

Ｈ
＆
Ｋ
が
牛
萬
れ
芒
と
発
行
人

の
細
川
久
美
子
さ
ん
は
話
す
。

ＨＳＫ発行の定期刊行物。障審者や難病患者らの生の
声が詰まっている

各
団
体
が
編
集
し
た
刊
行
物
を
Ｈ

　

増
え
た
。
障
害
者
施
設
や
鍔
院
も

Ｓ
Ｋ
が
取
賢
掌
と
め
て
発
行
す
る
。
入
っ
て
い
る
。
今
は
個
人
で
協
会

と
り
２
答
取
る
こ
と
で
、
郵
政
忿
量
Ｕ
て
い
る
が
、
近
い
う
ち

自
立
手
助
け
大
き
な
役
割

　

通
常
の
郵
便
（
第
一
種
）
の
場
省
の
認
可
を
得
た
。
。

合
、
耳
十
侈
ま
で
の
料
金
は
定
型

　
　

Ｈ
Ｓ
Ｋ
は
、
新
聞
紙
以
外
の
刊

で
七
十
一
二
円
（
二
十
五
河
ま
で
は
一
行
物
に
対
し
て
認
可
さ
れ
て
い

六
十
二
円
）
、
定
形
外
は
百
二
十

　

る
。
加
回
団
体
は
現
在
七
千
五
。

円
。
第
＝
覆
の
認
可
を
受
け
る
と
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
団
体
も
あ
れ

諸
夏
団
体
な
ど
が
発
行
す
る
場
ば
年
に
一
回
と
い
う
団
体
も
あ

合
、
耳
干
侈
ま
で
で
新
聞
紙
だ
と
る
。
一

八
円
、
そ
れ
以
外
で
は
十
五
円
で

　

発
行
部
数
登
苓
十
部
前
後
か
ら

済
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
部
以
よ
釜
気
蛋
ち
だ
。

　

障
害
者
団
体
な
ど
が
認
可
を
受

　
　

細
川
ざ
ん
は
『
曇
足
後
十
年
ぐ

け
る
に
ぱ
、
新
聞
紙
で
月
三
回
以
ら
い
は
二
十
団
体
程
度
で
、
身
体

上
、
そ
の
ほ
か
で
月
一
回
以
上
発
障
害
者
団
体
が
中
心
だ
っ
た
。
Ｓ

行
し
、
発
行
部
数
も
五
百
部
以
上
泰
２
障
害
者
の
十
年
を
き
っ
か
け

で
な
ぐ
て
は
な
り
な
い
。
そ
こ
で
、
に
、
特
に
知
的
障
害
者
の
団
体
が

－
‐
－

に
加
盟
団
体
の
代
表
者
ら
が
事
務

局
夕
作
っ
・
て
蓮
孚
器
形
に
Ｌ
た

い
」
と
話
刄

　

Ｈ
Ｓ
Ｋ
に
加
盟
し
て
い
る
、
札

幌
の
た
ん
ぽ
ぽ
共
同
作
業
所
（
中

田
玲
子
所
長
）
は
『
た
ん
ぽ
ぽ
』

を
隔
月
で
、
毎
号
百
三
十
部
発
行

し
て
い
る
。
作
業
所
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
編
集
部
員
全
ハ
人
選
び
、
原

稿
の
依
頼
か
ら
編
巣
、
製
本
汲
で

行
っ
て
い
る
。

　

指
導
員
の
諸
橋
味
左
子
さ
ん
は

　

「
寄
せ
ら
れ
た
原
稿
は
手
巨
に
極

せ
ず
、
メ
ン
バ
フ
の
生
の
声
が
伝

わ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い

る
」
と
り
つ
。

　

目
下
の
悩
み
は
作
業
所
に
ワ
ー

プ
ロ
が
な
い
こ
と
。
今
は
一
人
の
、
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近く事務局設置

編
集
部
員
が
私
有
の
ワ
ー
プ
ロ
を

使
っ
て
作
っ
て
い
る
。
「
作
業
所

に
一
台
で
も
あ
れ
ば
、
一
人
が
ぼ

に
か
か
っ
て
い
る
負
担
を
軽
ぐ
で

き
る
。
そ
の
う
え
、
メ
ン
バ
ー
の

だ
れ
も
が
気
軽
に
操
作
で
き
る
の

で
、
社
会
復
帰
に
つ
な
げ
る
こ
と

も
で
き
る
」
と
諸
橋
さ
ん
。

　

札
幌
い
ち
ご
会
（
小
山
内
美
智

子
会
長
）
の
会
報
「
い
ち
ご
通
信
」

は
次
号
で
百
万
を
抑
叉
る
。
は
じ

め
は
わ
ら
半
紙
に
ガ
リ
版
刷
り

で
、
二
十
部
に
も
満
た
な
か
っ
た

が
、
今
で
は
二
千
部
を
超
え
る
。

　

小
山
内
さ
ん
は
「
障
害
者
運
動

と
い
っ
た
面
だ
け
で
な
ぐ
、
日
常

筈
刄
酉
。
だ
れ
が
読
ん
で
も
共

感
で
き
る
内
容
に
し
た
い
」
と
い

　

以
前
、
自
立
を
目
指
す
障
害
者

と
同
会
長
の
文
通
を
掲
載
し
た
と

こ
ろ
、
好
評
だ
っ
た
。
実
際
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
動
き
、
自
立
で

き
た
例
も
あ
る
と
り
っ
。
「
い
ろ

い
ろ
な
障
害
者
か
ら
手
奨
衷
石

い
、
そ
の
人
た
ち
を
元
気
づ
け
る

橋
但
し
に
な
れ
ば
と
屡
っ
。
自
分

た
ち
の
活
動
裴
も
９
孕
柵
參
と

め
、
い
ず
れ
は
本
に
レ
こ
い
」
と
、

小
山
内
さ
ん
は
抱
負
を
語
っ
て
い

る
。
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Ｋ
へ
の
加
盟
な
ど
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
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市
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